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2009年度 第３四半期 実績の概要2009年度 第３四半期 実績の概要

３

売 上 高 営 業 利 益

経 常 利 益 純 利 益

２００８年度
第３四半期

２００９年度
第３四半期

15.6% 増収
対前年同期比

2.7% 減益
対前年同期比

8.2% 減益
対前年同期比

（億円）

（億円）

２００８年度
第３四半期

２００９年度
第３四半期

２００８年度
第３四半期

２００９年度
第３四半期

（億円）

（億円）

２００８年度
第３四半期

２００９年度
第３四半期

3,371億円 増加
対前年同期比



2009年度 第３四半期 実績の概要 - 前年同期との比較 -2009年度 第３四半期 実績の概要 - 前年同期との比較 -

４



増減の内容 - 前年同期との比較 -増減の内容 - 前年同期との比較 -

５

１．売上高 ７,２５７億円 （+９８０億円, +１５.６%）

２．営業利益 ９０１億円 （-８０億円, -８.２%）

実質比較 (-41億円) 内円高影響は(約 -240億円)
●オルメサルタン (+179億円) ●ロキソニン (+67億円) ●エフィエント (+12億円)
●レボフロキサシン (-97億円)   ●プラバスタチン(-40億円) ●パナルジン(-28億円)
●エイゾール共同販促解約時一時金 ’08計上 (-47億円)

Ranbaxy (+1,022億円)
●地域別売上構成比 北米 (21%), インド(21%), 欧州(18%) , 他地域(40%)

実質比較 (-82億円)
●売上総利益減 (-86億円) 

・円高による減収影響を数量拡大で補ったことによる原価率の悪化

●販管費 (-62億円)  ・DSIを中心とする販促費減等

●研究開発費 (+57億円) ・Edoxaban等ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ費用増

Ranbaxy関連 (+2億円)
●Ranbaxy社自体の営業損失 (-8億円)
●のれん/無形固定資産に関わる償却費 (-10億円)



増減の内容 - 前年同期との比較 -増減の内容 - 前年同期との比較 -

６

３．経常利益 ９０６億円 （-２５億円, -２.７%）

営業外収益 (191億円)
●Ranbaxy関連 (124億円) ・デリバティブ評価益等

●Ranbaxy以外 (67億円)

営業外費用 (185億円)
●Ranbaxy関連 (138億円) ・デリバティブ実現損等

●Ranbaxy以外 (47億円)

４．純利益 ３９２億円 （+３,３７１億円*）

特別利益 (38億円) ●固定資産売却益(19億円) ●投資有価証券売却益(18億円)

特別損失 (35億円) ●事業再編関連損失(18億円) ●固定資産処分損(7億円)

法人税等 (528億円)
●過年度(2008年度)税金計算の修正 (75億円)
●DS単体の試験研究費税額控除不適用 等

少数株主利益 (-10億円)・・・Ranbaxy社に関わる少数株主持分(36%)

*前年同期はRanbaxy株式取得に伴うのれん減損(3,540億円)により2,978億円の純損失を計上



７

2009年度 業績予想 概要2009年度 業績予想 概要
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９

主要製品の状況 - 邦貨換算 -主要製品の状況 - 邦貨換算 -

*プラスグレルの共同販促収入に関する業績予想は開示しておりません。



１０

主要製品の状況 - 現地通貨ベース -主要製品の状況 - 現地通貨ベース -



研究開発

パイプラインの状況

研究開発

パイプラインの状況



研究開発パイプラインの変化 (１０月以降)研究開発パイプラインの変化 (１０月以降)

１２

ステージの進捗
CS-8635 (欧)

オルメサルタン/アムロジピン/ヒドロクロロチアジドの配合剤(P3→承認申請中)

CS-866AZ (日) 製品名：レザルタス

オルメサルタン/アゼルニジピンの配合剤(承認申請中→承認)



主要開発品目一覧表主要開発品目一覧表

１３

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ（日本以外）で開発している課題に関しては、最も進んだｽﾃｰｼﾞのみ記載

ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝ（青字）は現在の優先プロジェクト

#：日本のみの開発



2009年度 第一三共主催 主要イベント予定2009年度 第一三共主催 主要イベント予定

１４



本資料に関するお問い合わせ先

第一三共株式会社

コーポレートコミュニケーション部

TEL: 03-6225-1126
FAX: 03-6225-1132

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の判断や仮定
によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。したがって実際の業績等は、予想数値とは
異なる結果となる可能性があります。
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